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ß）共通的、基盤的な施設及び設備の高度化、ネットワーク化
科学技術に関する広範な研究開発領域や、産学官の多様な研究機関に用いられる共通的、基
盤的な施設及び設備に関して、その有効利用、活用を促進するとともに、これらに係る技術の
高度化を促進するための研究開発を推進する。
また、これらの施設及び設備の相互のネットワーク化を促進し、利便性、相互補完性、緊急
時対応等を向上するための取組を進める。

３．重要課題の達成に向けたシステム改革
\課題達成型の研究開発推進のためのシステム改革
課題達成型の研究開発を効果的、効率的に推進していくためには、産学官の幅広い参画を得て、
相互に連携、協力しつつ、研究開発等の取組を計画的かつ総合的に推進する必要がある。このため、
２．で掲げた重要課題の達成に向けて、Ó．５．の「科学技術イノベーションの推進に向けたシス
テム改革」で掲げた推進方策に基づく取組を積極的に進める。
＜推進方策＞
・ 国は、大学、公的研究機関、産業界等との連携、協力の下、Ó．５．で掲げた推進方策に基づ
き、重要課題ごとの戦略協議会の創設や産学官の連携促進、事業化支援の強化、規制・制度改革、
地域における科学技術の振興、更に国際標準化戦略を含む知的財産戦略の推進等の取組を進める。

]国主導で取り組むべき研究開発の推進体制の構築
国の安全保障にも関わる基幹的技術や、複数の領域や機関に共通して用いられる基盤的な施設及
び設備に関する研究開発の推進に当たっては、これらが長期的かつ継続的に取り組むべきものであ
ることから、国主導の下、関係する産学官の研究機関の総力を結集して研究開発を実施する体制を
構築する必要がある。このため、これらの研究開発を効果的、効率的に進めるための新たなプロジェ
クトを創設する。
＜推進方策＞
・ 国は、国家安全保障・基幹技術を中心とする基盤技術に関する研究開発について、関係する計
画等も踏まえ、それぞれの技術課題ごとに、国主導で研究開発を行うプロジェクト（例えば、国
家安全保障・基幹技術プロジェクト（仮称））を創設する。その際、第３期基本計画で選定された
「国家基幹技術」の成果を最大限活用する。
・ 国は、本プロジェクトの推進に当たり、個々の研究開発にとどまらず、プロジェクト全体を俯
瞰し、実効的な統括を行うプロジェクトマネージャーを設置するとともに、関係機関の連携、協
力を得て、実施計画の策定から知的財産の保護、さらには人材養成に至る中長期的な戦略を策定
する。その際、第３期基本計画で「国家基幹技術」として選定された課題の評価結果を踏まえ、
プロジェクトの在り方を検討する。

４．世界と一体化した国際活動の戦略的展開
\アジア共通の問題解決に向けた研究開発の推進
我が国が地球規模の問題解決で先導的役割を担い、世界の中で確たる地位を維持するためには、
国として、科学技術イノベーション政策を、国際協調及び協力の観点から、戦略的に進めていく必
要がある。特にアジアには、環境・エネルギー、食料、水、防災、感染症など、問題解決に当たっ
て我が国の科学技術を活かせる領域が多く、このようなアジア共通の問題の解決に積極的な役割を
果たし、この地域における相互信頼、相互利益の関係を構築していく必要がある。このため、アジ
ア諸国との科学技術協力の強化に向けた新たな取組を進める。
＜推進方策＞
・ 国は、東アジア共同体構想の一環として、「東アジア・サイエンス＆イノベーション・エリア構
想」を推進する。具体的には、参加各国が域外にも開かれた形で互恵関係を構築し、共通課題の
克服に資する研究開発を共同で実施するとともに、人材養成や人材交流を促す。その際、日本が
強みを持つ研究開発は我が国がリードするものの、アジア諸国の特性を活かして実施すべきもの
は、そうした国々で推進する。

・ 国は、同構想の一環として、域内の科学技術水準の向上やイノベーションの促進に向けて、国
際的な研究ファンドの設置や大型の共同プロジェクトの実施を検討する。

]科学技術外交の新たな展開
{ 我が国の強みを活かした国際活動の展開
我が国は、環境・エネルギーをはじめとする様々な課題について、世界に先駆けた取組を進め
ており、その科学技術も世界的に高い水準にある。我が国としては、今後、持続的な成長を実現
していくためにも、特に成長の著しいアジアを中心として、これら科学技術を基本とした「課題
達成型処方箋の輸出」（システム輸出）を促進し、新たな需要を創造していく必要がある。このた
め、国として、我が国の強みを活かし、社会変革につながるシステムのアジア地域を中心とした
新興国への展開を促進する。
＜推進方策＞
・ 国は、我が国が技術的優位を有する領域において、アジア諸国と協力し、我が国の技術や規
制、基準、規格の国際標準化を進めるための取組を支援する。
・ 国は、新興国を中心として、エネルギーや水、交通、輸送システム等の社会インフラの整備
に関し、官民が有する先進技術と、管理及び運営ノウハウ、人材育成等をパッケージ化した総
合システムの海外展開に向けた取組を推進する。
・ 国は、関係府省、産業界、学界等が科学技術について継続的に情報交換する場として、「科学
技術外交連携推進協議会（仮称）」の設置を検討する。

| 先端科学技術に関する国際活動の推進
我が国の科学技術の一層の発展を図るとともに、科学技術と外交の相乗効果を高めるためには、
先進国あるいは国際機関との連携、協力の下、先端的な科学技術に関する研究開発活動を推進し、
これらを我が国の外交活動に積極的に活用していく必要がある。このため、技術流出等について
留意しつつ、先端科学技術に関する国際活動を強力に推進するとともに、国際研究ネットワーク
の充実に向けた取組を進める。
＜推進方策＞
・ 国は、世界的に高い科学技術水準を持つ諸国との間で、幅広い分野での国際研究ネットワー
クの充実を図り、海外の優れた研究資源を活用しつつ、先端科学技術に関する国際協力を推進
する。
・ 国は、国際的な大規模プロジェクトや包括的なデータ整備が必要な研究開発について、研究
者コミュニティーの意見を踏まえつつ、協力を推進する。その際、各研究領域における我が国
の国際的な位置付けを勘案し、特に我が国が強みを持つ領域や関心の高い領域については、リー
ダーシップを発揮できるよう支援する。
・ 国は、世界最高水準の研究開発能力をもつ大学及び公的研究機関が、海外の研究拠点を活用
し、世界の活力と一体となった研究活動を展開できるよう支援を行う。その際、国は、これら
の大学及び公的研究機関が、現地の優れた研究者の雇用、海外諸地域の特性を活かした研究の
実施、海外の研究資金制度の有効活用など、海外資源の取り込みを図ることを期待する。
・ 国は、科学技術の推進において、Ｇ８やＡＰＥＣ、ＡＳＥＡＮ＋３、東アジア首脳会議（Ｅ
ＡＳ）等の国際的な枠組み、国際連合、ＯＥＣＤ等の国際機関、東アジア・ＡＳＥＡＮ経済研
究センター（ＥＲＩＡ）等の研究機関の活用を進める。また、各国の政策決定に大きな影響を
与える会議において、我が国の科学技術を活かして新たな枠組みづくりを先導する。さらに、
原子力の平和利用に関する国際的信頼を得つつ、核不拡散及び核セキュリティに関する技術開
発や人材養成における国際協力を先導する。

} 地球規模問題に関する開発途上国との協調及び協力の推進
我が国は、アジア、アフリカ、中南米等の開発途上国との国際協力を積極的に推進し、これら
の国々における科学技術の発展、人材養成等に貢献していくことを強く期待されており、これは
国際社会における我が国の責務でもある。このような観点から、開発途上国との間で、科学技術
について多面的な国際協調及び協力を推進する。™
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